
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備 中 南 森 
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挨 
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代
表
理
事
組
合
長 

岡 

田 

紀 

之 
 

立
冬
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
組
合
の
運
営
に
つ
き
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

さ
て
、
昨
今
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
住
宅
着
工
戸
数
の
鈍
化
、
木
材
価

格
の
低
迷
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 

早
い
も
の
で
、
わ
が
組
合
は
合
併
後
、
ま
る
五
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私

た
ち
は
地
域
の
山
林
を
守
り
育
て
る
た
め
に
努
力
を
し
て
参
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
県
南
に
は
立
派
な
人
工
林
は
数
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
総
社
市
、
矢

掛
町
と
も
林
野
率
は
六
十
数
％
で
あ
り
ま
す
。
近
年
、
近
隣
の
山
林
は
荒
廃
が
進
ん
で
い

ま
す
。
備
中
ア
カ
マ
ツ
林
は
全
滅
し
、
代
わ
っ
て
ア
ベ
マ
キ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
や

雑
木
が
主
木
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
私
た
ち
の
山
林
で
の
仕
事
は
「
松

枯
れ
で
荒
廃
し
た
跡
地
の
再
生
」
と
「
Ｃ
Ｏ
２
等
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
間
伐
」
が

メ
イ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
造
林
で
は
な
く
て
、
荒
廃
し
た
山
林
を
整
備
、
復
旧

す
る
仕
事
で
す
。 

 
 

 

山
の
仕
事
以
外
で
は
、
地
元
の
総
社
市
や
矢
掛
町
か
ら
の
公
共
工
事
、
近
隣
の
土
建
業

者
さ
ん
か
ら
の
民
生
工
事
、
ま
た
個
人
の
方
々
か
ら
も
多
種
多
様
な
仕
事
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧
で
確
実
な
仕
事
を
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。 

 
 

 

今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
は
、
私
た
ち
の
身
近
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

「
荒
廃
し
た
里
山
林
の
再
生
」
で
す
。
周
辺
の
里
山
林
に
は
長
年
人
の
手
が
入
ら
ず
、
薄

暗
く
て
荒
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
快
適
な
生
活
環
境
や
生
物
の
多
様
性
も
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
、
こ
の
こ
と
が
野
生
鳥
獣
被
害
要
因
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
里
山
林

に
侵
入
す
る
放
置
竹
林
の
猛
威
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
数
十
年
前
、
わ
れ
わ

れ
居
住
地
周
辺
の
里
山
林
は
常
に
間
伐
や
や
下
刈
り
が
行
わ
れ
て
明
る
く
て
キ
レ
イ
な

状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
里
山
林
と
人
家
・
農
地
と
の
間
に
緩
衝
帯
が
あ
っ
て
イ

ノ
シ
シ
な
ど
野
生
鳥
獣
類
が
隠
れ
住
む
場
所
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
急
に
こ
の
よ
う

な
里
山
に
し
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
森
林
組
合
だ
け
で
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
所
有
者
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
働
が
必
要
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
も
周
辺
の
里
山
林
の
再
生
の
た
め
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
各
位
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

１ 

２０１2 年１１月 

Ｎｏ．6 

真備美しい森での竹林整備ボランティア 
 



 
 

去る、６月１６日（土）矢掛町農村改善センターに 

おいて、第５回通常総代会を開催しました。 

総代の皆様には雨天の中ご出席頂き、厚くお礼申し上 

げます。本年度は５％の出資配当を含む、全１２議案 

が原案通り議決されました。 

今後とも皆様のご支援とご協力を賜りますようお願 

い申し上げます。 

 

 

 

 

●目  的・・・管理されていない里山林は薄暗く荒廃し、快適な生活環境や生物の多様性が失

われるとともに、野生鳥獣被害要因の一つとなっている。また、台風や集中豪

雨により県南部の里山林が崩壊しており、森林の持つ土砂崩壊防止機能等の重

要性が改めて見直されている。そこで自然力を活かした荒廃森林再生の取り組

みにより森林の公益的機能の早期回復に資する（次ページ参照） 

●事業主体・・・市町村・森林組合 

●整備内容・・・①荒廃里山林の不要木伐倒・整理伐りすかし 

        ②人家・農地と里山林との緩衝帯整備 

        ③里山林に侵入した竹林の伐倒・整理  

 

※ 整備作業は森林組合で実施します。事業実施後は森林所有者、市町村長及びボランティ

アグループ等が里山林の整備に関する協定を締結し、事業完了後５年間は下草刈等の自

主的整備を行って下さい。 

 

野生鳥獣害、竹林の拡大・侵入で困っている等、整備が必要な箇所があればご相談下さい。 

調査を行った上で事業候補地を決定しますので、ご協力をお願いします。 

 

 

岡山県では、各種の森林保全施策を進めており、水源の涵養、地球温暖化防止などの森林の持

つ公益的機能を高める森づくりのうち、当組合では「CO2 吸収源対策緊急間伐事業」を積極的

に実施推進中です。 

 この事業は、緊急に間伐が必要な人工林のうち、所有者で管理できない森林について、森林組

合が代わって間伐をする事業です。 

 高齢・不在等で間伐等の管理が出来ない人工林を所有している方は組合にご相談下さい。林齢

その他採択条件を確認し、実施いたします。 

 当組合も積極的に調査し、推進していきますので、ご協力をお願いします。 
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本年度は下記のとおり活動を予定しておりますので、 

皆様是非ボランティアにご参加下さい。 

平成２４年度 倉敷地域森づくりの会 活動実績及び予定 

日付 場 所 参加者 内容 

H24.9.29(土) 真備美しい森 会員・一般 約 30 名 竹林整備・栗植樹地の下刈 

H24.11.10(土) 下倉 部落有林 
会員・一般 

約 30 名 

ヒノキ人工林の除間伐・枝打 

椎茸原木の伐採 

H24.12.8(土) 酒津財産区有林 会員・一般 約 30 名 植樹 

H24.12.22(土） 下倉 部落有林 
会員・一般 

約 30 名 

ヒノキ人工林の除間伐・枝打 

椎茸植菌・クリスマスリース作成 

H25.2.16（土） 真備美しい森 
会員・一般 

約 30 名 

竹林整備（大型チッパー） 

栗植樹地の下刈・遊歩道の整備 

H25.3.2（土） 下倉 部落有林 
会員・一般 

約 30 名 

ヒノキ人工林の除間伐・枝打 

平茸植菌・ポールハンガー作成 

 

薪ストーブ用薪・割木用原木・椎茸原木を取り扱っております 

薪割機の貸出・家屋、墓地等の危険木の伐採も承ります 

お 問 い 合 わ せ 下 さ い 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◎本 所 小田郡矢掛町下高末２９２６  ◎支 所 総社市中央１丁目１番１号 

℡（０８６６）８２－０３３４     ℡（０８６６）９２－５６００ 

Fax（０８６６）８２－３３９９      Fax（０８６６）９２－８３８６ 

URL  http://www.bityuminami.com/ 

４ 

備 中 南 森 林 組 合 

お 願 い 

○  組合員の方が死亡されている 

○  組合員の住所が変わった 

○  管理者を変えたい 

などの時は、手続きをお願いしております。 

組合までお知らせください。 

総代・協力員を通じて 

“出資配当及び配当金充当による増資について”

を７月に配布させていただきました。皆様のご協

力により、承諾書を提出頂いております。ご協力

ありがとうございます。 

一方まだの方もいらっしゃいますので、今一度ご

確認頂きますよう、お願いいたします。 


